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廿里要害

出羽山城跡

高月城跡

二宮城跡比定地

滝山城跡

片倉城跡

杉山峠

谷保の城山跡

立川氏居館跡

（室町時代～八王子城落城）

※古道の道筋は推定によるものも含まれています。
※古道の道筋は時代によって変遷することがあり、諸説ありま

す。ここに記載のものは、その一例としてご覧ください。
※伝承や伝記には異なる内容のものがありますので、ここに記

載のものはその一例としてご覧ください。

●『新編武蔵風土記稿』
●『武蔵名勝図会』
●『八王子事典』

●『ふるさと八王子』
●現地解説板、石碑など

昔の恋の物語（縁結びの木）
今から400年の昔、八王子城主北条氏照の家臣篠村左近之助に安寧姫という美しい娘がいました。氏照はこの娘をたいへんかわい
がり、城下の月夜峰で催される宴には、いつもそばにおいていました。宴ではよく獅子舞が演じられ、その中にひときわ上手に笛
を吹く狭間の郷士の息子という若者がいました。氏照は笛の名手でしたから、この若者を宴に呼んでは、笛の音を楽しむのでし
た。安寧姫とこの若者はしばしば顔を合わせることになり、いつしか恋が芽生えるようになりました。そして、この木の下で逢瀬
を重ねていたといいます。

北条氏照・比佐御前像
恩方一小正面に2002年度卒
業制作の像がある

八王子神社
氏照が城の守護神とし
たことから城は八王子
城と呼ばれた
八王子の地名の由来で
もある

皎月院
開基は滝山城主大石源
左衛門定久（法号皎月
院英岩道俊）という

「下原刀鍛冶発祥の地」碑
下原刀は永正の頃（1504～1520）
領主大石氏が招き、この地で鍛
刀した周重という刀匠を祖とす
るという

和田峠

八王子城跡

八王子城址碑
八王子城松木曲輪に八
王子城址碑（北条氏恭
篆額、中山信実撰文）
が立っている
隣接して八王子神社碑
がある

浄福寺
大永年間（1521～1527）に
大石源左衛門尉入道道俊
が当所に居城を構えた
折、子がいないことに深
く悩み、寺の千手観音に
祈念したところ男子が生
まれた。これが源四郎憲
重で、後に石見守となる

高幡城跡

平山城跡

由木城跡
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極楽寺
永正元年（1504）滝山城下に
大石定重が創建したとされ、
北条氏照の八王子城移転に
より八王子城下に移転
八王子城落城後は大横町に
移転した

玉田院墓
松姫とともに逃れて来
た小督（仁科盛信の娘）
は後に出家し、玉田院
と称した

安養寺
小田原北条氏の御殿医田村
安栖が開基したと伝わる
小田原城下の田村安栖邸
は、北条氏政・氏照が自害
した地として知られる

宝生寺
応永年間（1394～1428）に開山、永禄10年（1567）
に北条氏照が滝山城下に移転させたが、天正年間

（1573～1592）の初めに再びこの地に移された
宝生寺は氏照の祈願所で、八王子合戦の際に十世頼
紹僧正は八王子城中で焼亡している

笛継観音
笛の名手だった北条氏照が秘蔵していた名笛「大黒」を、粟ノ須在
の家臣浅尾彦兵衛に預けたところ、浅尾は誤って壊してしまった。
浅尾は粟ノ須観音に一心に祈念したところ、霊夢があり、笛は元
に戻った。氏照はこれを聞き、浅尾の名を笛彦兵衛と改めさせた
といい、粟ノ須観音堂も笛継観音と呼ばれるようになったという。

参考
文献

金照庵跡
恩方二小の敷地内に
は、甲斐から逃れてき
た松姫一行を最初に保
護した金照庵があった

松姫之碑
口留番所跡に「松姫之
碑」と「金照庵跡」の
石碑が立っている

浄福寺観音堂
大永５年（1525）の棟
札に大檀那大石源左衛
門入道道俊並子息憲重
の名が記されている

心源院
開基は大石遠江守（法号
英岩道俊）、石見守憲重
の父親で、初めは源左衛
門と称した
天正10年（1582）当時の
住職・卜山舜悦は松姫を
助け、剃髪の師となった

八王子城跡ガイダンス施設

北条氏照墓
氏照の百回忌に中山
勘解由家範の孫信治
が追善供養のために
建てた
周囲には家臣の墓も
建っている

小仏関所
小仏関所は天正年間（1573～
1592）に北条氏照が小仏峠に築
いた富士見関を、後に現在の駒
木野の地に移したとされる

千代田稲荷大明神
康正３年（1457）太田道灌
が千代田城（後の江戸城）
築城の際、守護神として城
内に勧請されたという
明治維新の際に奥女中によ
り移された後、この地に遷
座されたと伝わる

御嶽神社
北条氏照が八王子城に移
転した際に、滝山城下に
あった蔵王権現社を勧請
したものと伝わる

唐銅五重塔
元亀元年（1570）に北
条氏康が唐銅五重塔を
薬王院に寄進したとい
う（現存していない）

高乗寺
開基は片倉城主長井大膳太夫
高乗（法号大海道公大禅定門）
と伝わり、高乗寺の寺名はこ
の人の名に由来するという

廿里古戦場
永禄12年（1569）武田信
玄の滝山城攻めの際に小
仏峠から攻め込んだ小山
田信茂隊と北条軍が戦
い、北条軍が敗れた

白山神社
天文22年（1553）の棟札に
大石源左衛門尉縄周が大
檀那となって社殿を再造
営したと記されている

廿里古戦場
解説板

乾晨寺
開基は滝山城主大石遠
江守（法名甲久院草原
栄種居士）と伝わる

於屋敷
バス停に残るこの地名
は浄福寺城主大石遠江
守の家臣の屋敷があっ
たことからこう呼ばれ
たという

「下原刀匠康重鍛刀の地」碑
康重は二代目周重を名のっていた
が、北条氏康から一字を賜り康重に
改名したという

法蓮寺
甲斐武田氏の娘が尼
となって天正年間に
住んでいたと伝わる

「史跡古市場址」碑
八王子城が移転する以前
に、この地に八日市場が
形成されていたことを示
している

川口兵庫介館跡
武蔵七党の西党に属
した川口氏は、長享
の乱の際に扇谷上杉
氏の下で山内上杉氏
と戦ったという

諏訪神社
元亀年間（1570～
1573）に北条氏照
が社殿を再建した
という

狭間の獅子舞（御嶽神社）
天正18年（1590）北条氏照から獅
子頭と軍配を拝領したことから始
まった

古道橋
鎌倉街道にちなむ
レリーフがある

松姫子育地蔵尊
原宿会館近くに松姫
に由縁があるとされ
る子育地蔵尊がある

さいかちの木
小仏峠を越えて来襲した武田軍別動隊と戦い、敗れた廿里合戦
の経験により、八王子城主となった北条氏照が浅川北岸に植え
させたさいかちの木のうち、ただ一本だけ残るものという
氏照は枝に鋭いトゲのあるさいかちを武田軍再来襲の際に切り
倒して逆茂木にしようとしたという

熊野神社
応安年間（1368～1374）のころ、片倉城主毛利備中守師親が
創建し、天正元年（1573）に北条氏照が再建したと伝わる
境内には樫と欅の相生の「縁結びの木」があり、「昔の恋の物
語」（別掲③）が伝わっている

月夜峰
共立学園がある丘は、北条
氏照が八王子城在城のこ
ろ、その妻室がこのあたり
に住んでいたという
また、氏照が観月を楽しん
だともいわれている

「名勝月夜峰」の碑が立つ

月夜峰新橋
橋名に月夜峰の
名が残る

氷川神社
片倉城主毛利備中守師親が
武蔵一の宮氷川神社を勧請
して創建したと伝わる

浄泉寺
開基は北条氏照家臣の近藤
出羽守父子と伝わる

鎌倉街道山ノ道

「鎌倉古道」の碑
が立つ（２ヶ所）

鳥栖観音（とりのすかんのん）
観音堂に納められた千手観音像は、八王子城攻め
の際に兵火にかかった堂の火中から飛び去って、
堂前の水田の中に立っていたとの伝説が残る

無量寺
北条氏照家臣の八木岡高秀
が、北条氏滅亡後に一門の供
養のために創建したと伝わる

下馬梅
八王子城が落城し、津久井城へ伝令
に走った騎馬武者が津久井城の落城
を知り、仕方なく馬をおり、ムチの
代わりにしていた梅の枝を道端に突
きさすと、梅が根づいたと伝わる

真覚寺
応永18年（1411）津久井
領主長山修理亮忠好が創
建したという
長山は長井の誤記といわ
れている

桝形公園
長井氏の居館に関
わると考えられる
地名が公園の名に
残っている

めいめい塚
永禄12年（1569）の三
増合戦の折に、北条方
の落人が各自で落ち行
く先を決めようと相談
した塚との伝承がある

福昌寺
中興開基は小田原北
条氏に仕えた医師後
藤将監と伝わる

広園寺
康応元年（1389）片倉城
主大江備中守師親（広元
七代の孫）が開基となっ
て創建したと伝わる
応永３年（1396）の鐘名
に大檀那大江朝臣沙弥心
広、応仁２年（1468）の
鐘名に大檀那大江朝臣広
房の名が見える
境内一帯は長井氏の居館
跡との説もある

雲津院
開基の雲津院殿月窓浄心
大禅定尼は大江備中守の
室と伝わる

永昌院
北条氏照家臣の葛
沢豊前守が創建し
たと伝わる

興岳寺
本尊の薬師如来は、武田信
玄家臣の石坂勘兵衛が甲斐
天目山中で発見し、信玄の
持仏となったと伝わる
その後、石坂氏が預かり、
ここに安置されている

東福寺
笛継観音の伝説

（別掲②）が伝
わる

加住道標
昭和28年製の道標に
八日市、横山を示す
文字がある

横山宿

八日市宿八幡宿

滝山観光
駐車場

大善寺
永禄年間（1558～1570）に
北条氏照が滝山城下に創建
したと伝わり、後に八王子
城下に移転
八王子城落城後は大横町に
移転し、大和田町移転を経
て、現在は大谷町にある
大善寺のお十夜（別掲①）

少林寺
北条氏照が開基となり元
亀年間（1570～1573）に
創建したと伝わる

八幡宿橋
橋名に八幡宿の名が残る

梅坪天神
高月城主の大石源左衛門
定久は信仰が篤く梅花鑑
賞にも訪れ、滝山城主北
条氏照は守護神として神
殿造営や神田寄進をした
という

新横山橋
橋名に横山宿の名が残る

蔵王権現社（御嶽神社）
北条氏照が滝山城を築く際に現在地
に遷座したと伝わる

丹木道標
昭和28年製の道標に横
山を示す文字がある

平の渡し
北条氏照が領主の頃は
小田原から川越に通じ
る往還の渡しであった

福厳寺
北条氏照配下の立川宮
内少輔一族の居館跡と
伝わる

「下原刀匠照重鍛刀の地」碑
照重の照は北条氏照から一字を拝領
したという（碑は個人宅内にある）

来光寺
開基は大江備中守師親
廃寺となったが、公園や墓
地にその名が残っている

市守神社
天正18年（1590）八王子城
落城後に現在地に移された
横山宿と八日市宿の市神と
して創建された

八雲神社
八王子城落城の際に持
ち出された八王子神社
の御神体が、後に洪水
で流失し、この近くの
浅川に流れ着いたもの
を祀ったと伝わる

清鏡寺
開基は北条氏照家臣の小田
野源太左衛門

雷法圓四郎大善神
武田勝頼を祀る社で、向か
い側に武田信玄家臣供養塔
がある

大石定久公像

宗印寺
北条氏照の重臣で、八王
子城攻めの際に討死した
中山勘解由家範の嫡男照
守（法号無相院可山宗
印）が開基となった

御嶽神社
滝山城主大石遠
江守道俊が勧請
したと伝わる

大石やかた公園
公園名に大石氏館の
名が残る

大石宗虎屋敷のサルスベリ
永禄年間（1558～1569）の頃、大
石信濃守宗虎が居館を構えていた
頃の樹と伝わる

八幡神社（北八幡）
小田原北条氏全盛の頃、大
石信濃守宗虎が勧請し、後
に現在地に遷座したという

蓮生寺
旧梵鐘に「八王子之城主
北条陸奥守家臣小田野源
太左衛門尉藤原周定建立
也」の銘文があった

長池
浄瑠璃姫伝説（別
掲④）が伝わる

左入城址碑
村内ファニチャーアクセス
入口に中丸淡路守の居城左
入城があったことを伝える
碑が立っている

日野用水
永禄10年（1567）佐藤隼
人が領主北条氏照に願い
出て、罪人の使用を許さ
れて開削した用水
2017年は開削450年にあ
たる

加賀塚
加賀塚公園内に北条
氏照家臣の竹間加賀
入道の墓がある

善龍寺
往時は滝山辺り
にあり、城主の
氏 神 の 別 当 で
あったという

浄瑠璃姫伝説
昔、相州大磯の海面に光る薬師如来像を漁師が引き上げた。これを三河の国の城主岡崎四
郎が譲り受けて崇拝し、浄瑠璃姫が生まれた。彼女は武蔵の国の城主小山田太郎高家に輿
入れする際、薬師如来を父から譲り受けた。しかし、延元元年に高家が討死したため、彼
女も後を追い、薬師如来像を背負い、侍女十三人とともに長池に身を投げた。その後、蓮
生寺の住職が長池に光る薬師如来像を見つけ、薬師堂を建てて供養したということです。

【マップＧ５ 長池】【マップＤ４ 熊野神社】

【マップＧ３ 東福寺】大善寺のお十夜
八王子城落城の際に亡くなった戦死者の慰霊のために営んだ
法要が始まりとされる。江戸時代から関東一円に知られ、大
正時代以降は見世物小屋やサーカス、露店などが立ち並び、
近隣近在からの参拝と見物客でにぎわった。昭和36年（1961）
に大善寺が大和田町に移転し、大規模なお十夜は姿を消した。

【マップＦ３ 大善寺】

別掲❹

別掲❷別掲❶

別掲❸

宗関寺
荒廃した古刹神護寺を北条
氏照が牛頭山寺として再興
するが、八王子城落城によ
り廃寺となり、その跡地に
宗関寺が建立された
寺号は氏照の法号からとっ
たものとされ、後に横地監
物の屋敷跡とされる現在地
に移された

宗関寺梵鐘
北条氏照百回忌供養のため
中山勘解由の孫信治が寄進
した

永林寺
開創前は大石源左衛門定
久の居城由木城だったと
され、定久が滝山城に入
場した際に叔父の一種長
純に譲り、道俊院心月閣
を創建したと伝わる
境内に大石源左衛門定久
公墓所がある

Ⓒ日本地図センター

相即寺
天正18年（1590）八王
子城攻めで討死した北
条家臣の名が過去帳に
記されている　
延 命 閣 地 蔵 堂 内 の
百五十体地蔵尊は、八
王子城落城の際の283
人の相即寺縁の戦死者
供養のため造立された

八王子戦国マップ八王子戦国マップ

三宿三転
滝山城下にあった横山宿、
八日市宿、八幡宿は、城の
移転に伴い八王子城下に移
り、八王子城落城後に現在
地に移転した

古甲州道

河
越
（
川
越
）
道

八幡宿 横山宿八日市宿


